
（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）等
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
で
、
地
域
全
体

と
し
て
連
結
性
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
さ
る
３
月
に
岸
田
文
雄
首
相
が
イ
ン
ド
訪
問
の

折
に
発
表
し
た
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
の
た
め
の
新
た
な
プ
ラ
ン

に
お
い
て
は
、
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
協
力
の
１
つ
の
柱
と
し
て

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
「
多
層
的
な
連
結
性
」
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
案
件
形
成
の
上
流
段
階
、
す
な
わ
ち
ホ
ス

ト
国
・
地
域
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
に
係
る
各
種
戦
略

と
そ
れ
に
基
づ
く
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
政
策
策
定
に

関
与
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
提
言
で
は
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
我
が
国
と
ホ
ス
ト
国
・
地
域
の
官
民

が
一
堂
に
会
し
、
我
が
国
の
持
つ
技
術
・
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
等
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
社
会
課

題
の
解
決
を
提
案
す
る
「
官
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開

催（
同
②
）を
求
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
、提
言
に
お
い
て
は
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ

ム
の
国
際
認
証
制
度
の
活
用（
同
③
）を
求
め
て
い
る
。

　

な
お
、
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ

ト
の
訴
求
に
成
功
し
、
案
件
の
計
画
・
形
成
に
つ
な

が
っ
た
と
し
て
も
、
実
際
に
投
資
が
行
わ
れ
、
当
該

イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
続
け
る
た
め
に
は
、

ホ
ス
ト
国
・
地
域
に
必
要
か
つ
適
切
な
法
制
度
が
整

備
さ
れ
、
必
要
な
人
材
が
育
成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
我
が
国
が
提
供
す
る
イ
ン
フ
ラ

シ
ス
テ
ム
が
適
切
に
評
価
さ
れ
る
た
め
に
は
、
ホ
ス

ト
国
・
地
域
に
適
切
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
構
築
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
我
が
国
と
し
て
、
こ
う

し
た
ホ
ス
ト
国
・
地
域
の
ソ
フ
ト
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

支
援（
同
④
）し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

て
、
真
に
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
我
が
国
の
地
位
の
向
上
、

す
な
わ
ち
外
交
力
の
向
上
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
各
国
・
地
域
の
成
長
を
取
り
込
み
、
日
本
自

身
の
経
済
成
長
に
も
つ
な
が
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

昨
今
、
新
興
国
と
の
価
格
・
技
術
両
面
に
お
け
る
激

し
い
競
争
や
、
原
材
料
・
資
材
価
格
の
高
騰
、
政
変

や
政
情
不
安
等
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
停
止
や
進

捗
の
遅
延
等
に
よ
り
、
我
が
国
の
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ

ム
の
海
外
展
開
は
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
打
開
す
る
た
め
、
今
般
、
経
団

連
で
は
、
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
海
外
展

開
に
必
要
な
10
の
施
策
を
含
む
提
言
「
戦
略
的
な
イ

ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
海
外
展
開
に
向
け
て
」
を
取
り

ま
と
め
、
公
表
し
た（
図
表
２
）。

質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の 

メ
リ
ッ
ト
を
ホ
ス
ト
国
・
地
域
に 

訴
求
す
る

　

上
述
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、
我
が
国
の
質
の

高
い
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
が
提
供
す
る
メ
リ
ッ
ト
を

ホ
ス
ト
国
・
地
域
に
対
し
て
従
来
以
上
に
的
確
に
訴

求
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
次
提
言
で
は
、
総

理
・
閣
僚
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
等（
図
表
２
①
）

を
行
う
際
、
我
が
国
と
ホ
ス
ト
国
と
の
連
携
・
協
力

は
も
と
よ
り
、
そ
れ
を
起
点
と
し
て
、
共
通
の
課
題

を
抱
え
る
周
辺
国
・
地
域
へ
の
展
開
も
視
野
に
入
れ

て
、
例
え
ば
、
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
８
つ
あ
る

地
域
共
同
体
単
位
で
働
き
掛
け
て
い
く
こ
と
を
求
め

て
い
る
。
ま
た
、
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋

遠
えんどう
藤信

のぶひろ
博

副会長
開発協力推進委員長
日本電気特別顧問

安
やすなが
永竜

たつお
夫

副会長
開発協力推進委員長
三井物産会長

　

国
連
貿
易
開
発
会
議（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
）

に
よ
れ
ば
、
途
上
国
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
に
必
要
な
投
資
額
は
官
民
合
わ
せ
て

毎
年
３
・
９
兆
ド
ル
と
さ
れ
て
い
る
が
、

実
際
の
投
資
額
は
１
・
４
兆
ド
ル
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
毎
年
２
・
５
兆

ド
ル
の
投
資
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
、
そ
の
う
ち
約
半
分
の
１
・

２
兆
ド
ル
が
イ
ン
フ
ラ
関
連
の
投
資
で
あ

る（
図
表
１
）。
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
お
い
て
、

公
的
資
金
の
み
な
ら
ず
民
間
資
金
の
重
要

性
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

我
が
国
は
、
２
０
１
９
年
の
Ｇ
20
大
阪

サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
議
長
国
と
し
て

「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
関
す
る
Ｇ

20
原
則
」
の
取
り
ま
と
め
を
主
導
す
る
等
、

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
実
現
に
向
け

提
言
戦略的なインフラシステムの海外展開に向けて
─�2022年度版を公表
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性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
を
導
入
し
た
も
の
の
、
ホ
ス
ト

側
の
財
政
難
等
の
理
由
か
ら
維
持
管
理
が
適
切
に
な

さ
れ
ず
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
さ
え
あ
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
ホ
ス
ト
国
・
地
域
に
質
の
高
い

イ
ン
フ
ラ
の
メ
リ
ッ
ト
を
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で

実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
運
営
・
維
持
管
理（
Ｏ

＆
Ｍ
）が
適
切
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

Ｏ
＆
Ｍ
へ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
面
で
の
支
援（
同
⑥
）も

欠
か
せ
な
い
。

　

以
上
の
ほ
か
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
支
援
と
リ
ス
ク
軽

ホ
ス
ト
国
・
地
域
の
戦
略
・
ニ
ー
ズ
に

見
合
う
技
術
・
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
・
運
営
管
理
す
る

「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
」は
、と
も
す
れ
ば
過
剰
ス
ペ

ッ
ク
と
な
り
、「
質
は
高
い
が
価
格
も
高
い
」
と
し

て
、
他
国
企
業
に
競
り
負
け
る
要
因
と
も
な
り
得
る
。

そ
こ
で
提
言
で
は
、
政
府
の
経
協
イ
ン
フ
ラ
戦
略
会

議
が
司
令
塔
と
な
り
、「
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
海
外

展
開
戦
略
２
０
２
５
」
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
着
実
に
実
施

す
る
一
環
と
し
て
、
ホ
ス
ト
国
・
地
域
の
戦
略
や
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し（
同
⑤
）、
そ
れ
ら
に
見
合
う

技
術
・
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
の
重
要

減
措
置
の
拡
充（
同
⑦
）、
法
制
度
や
ル
ー
ル
の
整
備

（
同
⑧
）、
国
際
標
準
化
の
推
進（
同
⑨
）、
有
事
へ
の

迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応
を
可
能
と
す
る
体
制
整
備

（
同
⑩
）が
必
要
で
あ
る
。

今
後
︑
取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き

分
野
・
地
域
は
ど
こ
か

　

提
言
で
は
、
今
後
、
取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
分

野
と
し
て
、
①
ホ
ス
ト
国
・
地
域
に
お
け
る
円
滑
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
向
け
た
水
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア
等

の
脱
炭
素
技
術
の
開
発
・
実
装
等
の
グ
リ
ー
ン
イ
ン

フ
ラ
の
展
開
、
②
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
等
の
イ
ン
フ
ラ

に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
、
③
国
際
機
関
と

の
連
携
を
通
じ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
の
推
進
、
④

一
層
の
効
率
化
や
環
境
負
荷
の
低
減
等
を
通
じ
た
付

加
価
値
の
高
い
交
通
・
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
展
開
│
を

挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
地

域
と
し
て
、
我
が
国
に
地
理
的
に
近
接
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
に
向
け
て
旺
盛
な
需
要
と
多

彩
な
ニ
ー
ズ
が
見
込
ま
れ
る
東
南
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ

ア
等
を
挙
げ
て
い
る
。

　

今
、
世
界
は
各
国
が
抱
え
る
共
通
課
題
解
決
に
向

け
て
国
際
強
調
が
必
要
と
さ
れ
る
中
、
敵
対
す
る
経

済
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
分
断
の
危
機
に
あ
る
。
こ
の
危
機

を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

ウ
ス
を
包
摂
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
際
、
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
展
開
は
、

我
が
国
の
み
な
ら
ず
、
世
界
に
と
っ
て
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
経
団
連
は
、
我
が
国
政
府
・
関
係
機
関
は

も
と
よ
り
、
ホ
ス
ト
国
・
地
域
に
も
働
き
掛
け
、
そ

の
推
進
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

質の高いインフラシステムのメリットを説明・発信、客観的に訴求する
①総理・閣僚によるトップセールス等、②官民フォーラムの開催、

③質の高いインフラシステムの国際認証制度の活用

案件の計画 案件の形成 案件の実施 案件の完了まで

ホスト国・地域のソフトインフラ整備を支援する
④ガバナンス構築、人材育成等

ホスト国・地域の戦略・ニーズに見合う技術・製品・サービスを提供・運営管理する
⑤社会課題の解決に向けた戦略・ニーズの的確な把握、⑥O&Mに対する支援

市場の創出・形成に向け法制度やルールの整備等を働きかける
⑧法制度やルールの整備、⑨国際標準化の推進

甚大なリスクの顕在化に備える
⑩有事への迅速かつ柔軟な対応を可能とする

体制整備

旺盛な資金需要と高まるリスクに対応する
⑦ファイナンス支援とリスク軽減措置の拡充

図表２　質の高いインフラシステムの海外展開に必要な10の施策
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備考： 基本的なインフラ（道路、鉄道、港湾、発電所、水と衛生、農業、農村開発、気候
変動の緩和・適応、健康、教育）への公的・民間投資。2015年から2030年に
かけての年間平均額

図表１　 SDGs達成に向けた資金需要と不足額の試算
（途上国のみ）
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